
第２号様式（第５条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞2024 年 10 月 31 日 

事業者情報 

事業者名 株式会社 寺岡精工 

代表者 職・氏名 
職名 環境事業部 事業部長 

氏名 寺岡 由紀 

ホームページ URL（任意） https://www.teraokaseiko.com/jp/ 

事業者ロゴ（任意） 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

寺岡精工は機械メーカーの立場から小売企業を中心としたお客様へ、製品を通して持続可

能な社会の実現に資する取り組みを後押ししてきました。具体的には、ペットボトル回収

機でのペットボトルリサイクルの促進、廃棄物計量管理システムによるフード・ロスの削

減、自動純水給水機によるプラ容器の削減などです。直近ではリサイクルによる回収量を

見える化し、ＣＯ₂の削減量やリサイクル量をアピールが可能になりました。これにより

参加者へリサイクルの規模や効果を周知し、更なる取り組みへの参加を促すことができる

と考えております。 

このような取り組みを 2030 年に向けてさらに拡げるとともに、自社での取り組みとして、

製品輸送の効率的なオペレーションによるＣＯ₂削減や梱包の簡素化による資源節約等の

サステナビリティに資する取り組みを推進して参ります。 

 

 

 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可）  

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

   〇●   



      

     〇● 

     

 

〇● 〇●   〇●  

 

目標の達成に向けた取組内容等 

関連するゴール

の数字を記入

（複数記入可） 

これまでの取組内容 これからの取組内容 

４ 

小中学校の文化祭等でペットボト

ル回収機を用いてリサイクル体験

の場を提供 

左記に加えてリサイクルの仕組み

などを啓発するエコ授業などの活

動を実施 

１２ 

小売企業の店頭にてペットボトル

回収機を設置することで、販売者

責任を果たす場を提供 

左記の活動をさらに拡げるため

に、回収機のバリエーションを増

やし、様々な規模・業態の店舗でも

取り組めるラインナップを整える 

１３ 

ペットボトル回収機にて減容する

ことで、輸送過程で発生するＣＯ₂

削減を実現 

左記に加えて削減できたＣＯ₂の

量を見える化できるモニターの仕

組みを整えることで、更なる参加

を啓発 

１４ 

ペットボトル回収機を全国 4,000

拠点に設置することで、プラごみ

のリサイクルを促進し、海洋流出

を防止 

左記の活動をさらに拡げるため

に、様々な設置拠点に回収機設置

を拡大していく 

１７ 

小売企業・回収業者・リサイクラ

ー・メーカー等様々なステークホ

ルダーと協力してリサイクルを実

現 

左記の活動に加えて回収量を見え

る化することで最適な物流やリサ

イクル工場稼働に生かす取り組み

を促進。 

 


